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１ 啓発活動の充実  

 

障害者の自立と社会参加を促進するには、全ての人に障害者に関する理

解と認識を深める必要があります。  

平成１６年に障害者基本法の改正で差別禁止と権利擁護が規定されまし

たが、障害者に対する社会的偏見や誤解のために、障害者が社会生活の様々

な場面で不利益を余儀なくされている実態があります。  

 障害のあるなしにかかわらず、誰もが人間として人格が尊重され、一般

の人々と対等で主体的な生活を地域の中で過ごすことができるノーマライ

ゼーションの社会の実現がますます必要です。  

 

ます。  

 

 事業名  事業内容と目標  実施主体  

1 
障害者週間行

事の充実 

１２月３日～１２月９日の障害者週

間を中心に障害者団体等が展示や販

売によりそれぞれの障害者の理解を

啓発します。  

障害者団体  

障害者支援課 

２ 

身体障害者補

助犬への理解  

の促進  

身体障害者補助犬の病院や飲食店等

への同伴の理解など障害者が生活し  

やすい環境づくりを広報等で推進し

ます。  

障害者支援課  

 

 

 

 

 

 

 

第１章 啓発・広報の充実  

施策の展開 
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２ 交流機会の拡充  

 

まつりやイベント行事は障害者と市民がふれあう機会です。  

 ボランティアで参加する人はもちろん、市民の参加を促し、理解と交流

を促進します。  

 

 ます。  

 

 事業名  事業内容と目標  実施主体  

３ 
福祉広場（市民

まつり）開催 

地域に密着した福祉広場（市民まつ

り）を開催し、障害者との交流を促  

進し、障害者や福祉に関する啓発活

動を行います。 

障害者団体  

障害者支援課  

４ 
福祉バザーの

開催  

地域に密着した福祉バザーを開催

し、障害者との交流を促進し、障害  

者や福祉に関する啓発活動を行いま  

す。  

障害者団体  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の展開 
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３ 広報活動の充実  

 

在宅でいつでも容易に情報を入手できるインターネットによるお知らせ

の内容を充実していきます。  

 また、視覚障害者の方には点字による広報紙や音声による広報などをお

届けします。  

 

 ます。  

 

 事業名  事業内容と目標  実施主体  

５ 
ホームページ

の活用 

新しい障害者施策をやさしく解説し

た内容で掲載します。 障害者支援課  

６ 
声の広報の提

供  

朗読のボランティア団体が製作した

音声による広報を提供します。  

ボランティア  

団体  

秘書広報課  

７ 
点字広報の提

供  

点訳のボランティア団体が製作した  

点字による広報を提供します。  

ボ ラン テ ィア

団体  

秘書広報課  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の展開 
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４ 福祉教育の推進  

 

障害者福祉に関する正しい理解を深めるため、教育環境の整備や交流教

育を推進します。  

 児童・生徒の福祉意識の醸成、福祉活動の推進を図るため、共に学ぶ教

育の積極的な実践、福祉教育への取り組みを推進します。  

 

 ます。  

 

 事業名  事業内容と目標  実施主体  

８ 

 

 

体験学習の実  

施  

障害者に対する正しい理解と認識を

深めるため、児童・生徒の障害者施

設での体験活動を推進します。障害  

者の体験を児童や生徒に語る機会を

設け、障害者に対する理解を深めま

す。  

 

 

市 内小 中 学校

指導課  

９ 

障害者団体・特

別支援学校と

の交流 

学校教育の一環として、障害者や福

祉に対する正しい理解と認識を醸成

するため、障害者団体及び特別支援

学校との交流を推進します。 

指導課 

１０ 福祉の授業 

学校教育の一環として、障害者福祉

に対する正しい理解と認識を深める

福祉に関する授業を行います。 

指導課 

施策の展開  
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５ 地域福祉の促進  

 

障害者が地域の中で暮らしやすい環境づくりのため、地域の中に障害に

ついて理解と熱意を持った人材の育成が必要です。  

 支援したいという気持ちを高めてボランティア活動に従事できるような

技術の向上を目指したボランティア育成や、社会福祉協議会のボランティ

アセンターのボランティア活動の窓口としての機能、人材の活用、活動の

評価などのコーディネート機能を高めていきます。  

 

 

 

 

 

 

 

 事業名  事業内容と目標  実施主体  

１１ 
ボランティア  

の育成  

障害の特性及び必要に応じてボラン  

ティアやボランティア団体の育成に

努めます。  

ボランティアセ  

ンター  

１２ 
ボランティア

の啓発 

ボランティア活動の広報や相談体制

を充実します。 

ボランティアセ  

ンター 

障害者支援課 

コミュニティ課 

１３ 

障害者団体の  

活動拠点の整

備  

障害者団体が啓発活動を行う拠点と  

して各種団体の会議等ができる施設

について民間活力の利用などを検討

していきます。  

 

障害者団体  

障害者支援課  

１４ 
ＮＰＯ活動の

推進 

ＮＰＯとの協働・提案型事業を計画

し、福祉の分野やまちづくりの分野

においてＮＰＯ活動の推進を図りま

す。 

ＮＰＯ団体 

市関係各課 

施策の展開  
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１ 相談体制の充実  

 

障害者が地域で安心して生活できる社会を目指し、生活上のさまざまな

相談に応じるために、相談体制の整備をはじめ、地域活動支援センターの

支援を継続します。  

 

 

 

 事業名 事業内容と目標 実施主体 

１５ 
地域自立支援

協議会の活用  

障害者自立支援法が目指す、障害の

ある人が普通に暮らせる地域づくり

と相談支援事業の効果的な実施に向

け、地域において障害者を支えるネ

ットワークの構築を図ることを目的

に地域の課題等について話し合いを

行います。
 

障害者支援課と

西深井地域生活

支 援 セ ン タ ー

「すみれ」との

協働  

１６ 

身体障害者・  

精神障害者・

知的障害者・

発達障害者・

高次脳機能障

害者等への相

談体制の充実  

地域活動支援センターや障害者支援

施設を活用し、障害者の電話や来所

の利用者を増やし、障害者の地域で

の自立を促進します。  

地域活動支援セ  

ンター  

障害者支援施設  

１７ 
ピアカウンセ

ラーの育成 

障害者が同じ立場で日常生活の悩み

などの相談に応じるピアカウンセラ

ーを育成します。 

障害者支援課 

１８ 

中核地域生活

支援センター

との連携 

地域福祉の推進を図るために健康福

祉センターごとに設置されている中

核地域生活支援センターとの連携を

図ります。 

障害者支援課 

 

第２章 生活支援サービスの充実  

 

施策の展開  
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２ 権利擁護の推進  

 

障害者が地域での自立を目指す中で、遭遇する不利益や権利の侵害に対

応するため、事業者や学校、地域相談員などとの連携によりセーフティネ

ット機能を高め、障害者虐待防止法を踏まえて、地域の見守り体制づくり

を目指します。  

 

 

 

 事業名 事業内容と目標 実施主体 

１９ 

障 害の あ る人

も ない 人 も共

に 暮ら し やす

い 千葉 県 づく

り 条 例 の 普

及・啓発  

全国初の障害者の権利に関する条例

の趣旨の普及・啓発に努め、障害者  

にやさしいまちづくりを目指しま

す。  

地域相談員  

障害者支援課  

２０ 

 

 

 

成年後見制度  

障害者が地域で自立していく中で、

障害により物事の判断が不十分であ

り、家族構成の変化で家族の支援が

受けられない方の財産管理、病院や

施設入所などの医療・福祉サービス

利用などの障害者の権利を守る支援

を推進します。  

 

ＮＰＯ団体  

社会福祉協議会  

介護支援課  

障害者支援課  

 

 

 

 

 

 

施策の展開  
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３ 文化、スポーツ活動の推進  

 

障害者がスポーツやレクリエーション事業、文化活動に参加できるよう

に支援体制の整備と事業を推進します。  

障害者一人ひとりが日常生活や家庭生活を主体的に営むための前提とな

る心身の健康の維持・増進が必要です。スポーツ活動は、障害者の身体的・

肉体的機能を向上させるとともに身体の活性化を促すため感情にプラスに

作用し、文化活動は、知的充足感や達成感から精神的な安定をもたらしま

す。  

 また、スポーツや文化活動を通じて、障害者同士又は障害者と支援者等

の交流が生まれ、相互の理解や連帯感が高まるという効果が期待されます。 

 

 

 

 事業名 事業内容と目標 実施主体 

２１ 

各種スポーツ

大会への参加

促進 

障害者スポーツに対する理解・関心を

高めるため、各種スポーツ大会への参

加を促進します。 

障害者支援課 

生涯学習課 

２２ 

障害者スポー

ツ・レクリエ

ーション活動

の推進 

誰もが参加できるスポーツ・レクリエ

ーション事業を実施します。 障害者支援課 

生涯学習課 

２３ 
障害者の文化

活動の推進 

障害者の文化活動への積極的な参加

を促進します。各種文化サークル活動

への参加促進と理解・関心を高めてい

くため、情報を提供します。 

障害者支援課 

生涯学習課 

公民館 

 

 

 

施策の展開  
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４ 在宅福祉サービスの充実  

 

障害者の在宅生活の充実のため、各種手当てや補装具・日常生活用具の

支給などの経済的支援のほか、訪問系のホームヘルプサービスの充実のた

めの事業者の拡大やヘルパーなど人材の育成に努めます。  

 

 

 

 事業名 事業内容と目標 実施主体 

２４ 
住宅改造の助

成 

障害者の住みやすい住宅への改造費用

の一部を助成します。 
障害者支援課 

２５ 

各種手当や補

装具の支給の  

充実  

各種手当や補装具・日常生活用具の支

給などの経済的支援の充実に努めま  

す。  

 

障害者支援課  

２６ 

ホームヘルプ

サービスの充

実  

重度障害者の増加に対応できるように

ホームヘルパーの養成を計画的に行い  

ます。  

 

障害者支援課  

 

 

５ 日中活動の支援  

 

障害者が自宅以外の地域の場で日中の生活ができるようにショートステ

イ施設の充実を促進します。  

 

 

 

 事業名 事業内容と目標 実施主体 

２７ 

ショートステ

ィ施設の整備  

促進  

保護者が望む介護からの一時的な開放

が土曜日や日曜日を含む一年中できる

よう、施設の整備と施設相互の連携を  

進めます。  

障害者支援課  

 

施策の展開  

施策の展開  
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６ 地域生活への移行支援  

 

地域で自立した日常生活や社会生活を営むことができるよう、施設入所

者等の地域生活への移行を進めます。  

 移行する為にはその基礎となる住居の確保が大切です。  

 グループホームやケアホームの建設費を助成し整備を進めると共に、家

賃の補助を行い利用者の負担を軽減すると共にホーム運営支援のあり方を

担当課や自立支援協議会と協議して進めます。  

 

 

 

 事業名 事業内容と目標 実施主体 

２８ 

グループホー

ム等の整備促  

進  

新たな施設整備の補助や既存の施設の

転用を進め、施設等から地域生活に移

行する障害者の増加に対応していきま  

す。  

障 害 者 支 援 課 

障害者支援施設  

建築住宅課  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の展開  
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１ 道路・交通のバリアフリー化の促進  

 

障害者の自立と社会参加を促進するため、障害者の移動しやすい交通対

策を推進します。  

 高齢者、障害者等の移動等の円滑化に関する法律（バリアフリー新法）

に沿った公共交通機関の整備、安全な歩行空間の確保を図ります。  

 障害者が地域で生活するための基本的整備である歩道や交通のバリアフ

リー化を推進します。  

 

 

 

 事業名  事業内容と目標  実施主体  

２９ 
公共交通のバ

リアフリー化  

駅のエレベーター設置や、路線バス車

両の低床化について、それぞれの事業

者に働きかけます。  

都市計画課  

障害者団体  

３０ 
歩行空間のバ

リアフリー化  

歩道の段差、傾斜、勾配の改善や点字

ブロックの設置に努めます。  

また、歩道幅を２メートル以上に広げ、

車いすも通れるように改善を進めま

す。  

 

道路建設課  

障害者団体  

３１ 市街地の整備 

つくばエクスプレス沿線整備事業や今

後の市街地整備にあたっては、障害者

が生活しやすいまちづくりを推進しま

す。 

まちづくり推進

課 

建築住宅課 

 

 

 

 

 

 

第３章 生活環境の整備  

施策の展開  
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２ 公共施設のバリアフリー化の促進  

 

高齢者や障害者を含む全ての人が安全で快適に生活できるように、住み

よい居住環境づくりや既存施設等の改修を図り、バリアフリー化を促進し、

障害者の活動の範囲を広げ、生活の質を高めます。  

 まちづくりにあたっては、バリアフリー新法や千葉県福祉のまちづくり

条例に沿って環境を整備します。  

 住み慣れた地域で誰もが自分に適した暮らしができるよう、住宅改修を

促進し、障害の特性に応じた住まいの確保を支援します。  

 

 

 

 

 事業名  事業内容と目標  実施主体  

３２ 
障害者の居住

施設の整備  

障害別のニーズや保護者の高齢化に対

応できるグループホームやケアホーム

などの居住施設の整備を支援します。  

建築住宅課  

障害者支援課  

３３ 
既存施設のバ

リアフリー化  

既存の公共施設の改修計画に併せ、施

設のバリアフリー化を促進します。  

階段に手すりやノンスリップの設置を

促進します。  

 

各関係課  

 

施策の展開  
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３ 防災、防犯対策の推進  

 

災害の際に障害者が安全に避難できる情報伝達体制を図り、地域の支援

体制の確立に努めます。  

 関係機関と連携し、地域の防犯に対する啓発活動を展開します。  

 防災・防犯対策においては、地域の身近な自治会を中心とした助け合い

が必要です。  

 そのため、地域の自治会を単位とした支援体制を整備します。  

 

 

 

 事業名  事業内容と目標  実施主体  

３４ 
地域防災体制

の充実  

自治会等による防災訓練に当事者自ら

の参加を積極的に推進します。  

災害時の障害者に対する情報提供を速

やかに行います。  

安心安全課  

障害者支援課  

３５ 
災害時の支援

体制の整備  

家族や身近な支援者の協力により障害

者が災害に遭遇した時の避難体制を整

備します。  
社会福祉課  

３６ 
地域防犯体制

の推進  

自治会等による地域での防犯パトロー

ルに当事者自らの参加を積極的に推進

します。  

 

安心安全課  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の展開  
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１ 保育・就学前教育の充実  

 

成長発達期の乳幼児期において適切な療育・指導を行うことは、障害の

軽減等の効果があることから、早期療育・指導相談体制の推進、療育支援

体制の充実、幼稚園・保育所等との交流の推進など、保育・就学前教育の

充実を図ります。  

障害を早期に発見し、保護者が適切な療育を受けられるような体制の整

備に努めます。  

 

 

 

 事業名 事業内容と目標 実施主体 

３７ 

障 害 児 通 所

施設「つばさ

学園」の充実 

障害の軽減や基本的な生活能力の向上

を図るため、医療と福祉及び教育との

連携を図りながら、通所・療育相談・

外来療育・地域支援等専門的支援体制

で支援を行います。 

障害者支援課 

３８ 

幼 児 こ と ば

の 相 談 室 の

充実 

ことばの相談、訓練等、種別・程度に

応じた適切な指導を行います。 障害者支援課 

３９ 

健 常 児 と の

交 流 事 業 の

推進 

幼稚園、保育所において、健常児との

統合保育や交流事業を推進し、適正な

就学前教育を受けることができる体制

を整備します。 

障害者支援課 

保育課 

学校教育課 

４０ 
療 育 相 談 の

充実 

早期発見、早期療育を基本に、心身の

発達や成長に不安のある児童に対し、

専門的、かつ総合的な相談により、一

貫性のある療育支援を行います。 

障害者支援課 

第４章 子育て・教育の充実  

施策の展開  
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２ 学校教育の充実  

 

障害の状態を踏まえ、一人ひとりの教育的ニーズに応じたきめ細かな指

導が求められています。特別支援教育の内容の充実、サポート体制の充実

を図ると共に障害のない子と交流できるような教育を推進します。  

 障害のある児童・生徒に対して的確な教育・相談・指導を行なう体制と

施設整備に充実に努めます。  

 特別支援教育機関との連携協力を促進するとともに、研修・研究の機会

を拡充し、教職員の資質の向上に努めます。  

 教育・療育施設においては、障害の有無に関わらず様々な人々が、適切

なサービスが受けられ、また、利用する公共的施設であるという観点から、

施設のバリアフリー化を推進します。  

 

 

 

 事業名 事業内容と目標 実施主体 

４１ 

特 別 支 援 教

育 関 連 事 業

の整備 

障害の状態を踏まえ、一人ひとりの特

別のニーズに応じたきめ細かな指導に

より、障害を持つ児童・生徒に対して

的確な教育・相談・指導を行う体制と

特別支援教室等の施設を整備します。 

指導課 

４２ 
交流教育の 

充実 

障害者への理解を促進するため、交流

教育を進めます。 
指導課 

４３ 

学習障害・Ａ

ＤＨＤ・自閉

症 等 の 教 育

的支援  

学習障害、注意欠陥・多動性障害、高

機能自閉症等の特別な支援が必要な児

童や生徒に適切な教育支援ができる人

材の確保に努めます。  

指導課  

４４ 

建 物 の 耐 震

補強・バリア

フリー化 

教育・療育施設の耐震補強やバリアフ

リー化を推進します。 
教育総務課 

障害者支援課 

 

 

施策の展開  
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１ 就労支援から雇用へ  

 

自立を促進するため、福祉的就労から一般就労まで障害に即した多様な

就労形態を目指した支援を行います。  

 市では、平成１６年に就労支援センターを開設し障害者の就労に積極的

に取り組んできました。  

 障害者が継続して就労できるように就職後も支援を行い障害者の雇用の

定着を図ります。  

 

 

 

 

 

 

 事業名 事業内容と目標 実施主体 

４５ 
就労施設利用

者の支援  

就労移行支援及び就労継続支援を受け

る施設利用者の利用者負担の助成と障

害者支援施設に通所している障害者の

交通費の助成を行います。  

障害者支援課  

４６ 
就労継続支援

施設の整備  

就労継続支援Ｂ型施設の充実を進めま

す。又、就労継続支援Ａ型施設の整備

に努めます。  

 

障害者支援課  

４７ 
就労支援セン

ターの充実  

職業準備訓練・就労支援・職場定着支

援・就労相談など障害者の自立を進め

ます。  

障害者支援課  

４８ 
就労・雇用機

会の充実  

市役所をはじめ企業の就労・雇用機会

の拡充に努めます｡  

また、職場実習の受け入れ企業の拡充

を図り、雇用の定着に努めます｡  

障害者支援課  

商工課  

第５章 就労支援・雇用の促進  

施策の展開  
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１ 健康づくりの推進  

 

流山市では、平成１９年１月に「健康都市流山市」の宣言を行い、世界

保健機関（ＷＨＯ）が進めている健康都市プログラムに参加し、従来のよ

うに保健・医療分野だけで個人ごとの健康を図るのではなく、生活環境や

地域社会での市民の健康で豊かな暮らしづくりを推進するために、様々な

分野で施策を進めています。  

 疾病の予防、早期発見や早期治療を目的とした健康づくりを推進するた

め、母子保健・成人保健・精神保健対策の充実及び関係機関との連携を図

ります  

 

 

 

 

 

 事業名 事業内容と目標 実施主体 

４９ 
障 害 者 の 検 診

体制の充実  

障害に配慮した利用しやすい検診や

健康相談、健康教育などの工夫をしま

す。  

 

健康増進課  

５０ 
医 療 福 祉 サ ー

ビスの充実  

法に基づく自立支援医療や重度障害

者医療費の助成など制度の変化に合

せて充実します。  

 

障害者支援課  

５１ 

重 症 心 身 障 害

児（者）の広域

対応  

東葛飾地区６市で重症心身障害児

（者）の療養介護や日中一時支援がで

きる施設の整備を県も含めた広域で

検討します。  

千葉県  

松戸市  

鎌ヶ谷市  

柏市  

我孫子市  

野田市  

流山市  

第６章 保健・医療の充実  

施策の展開  
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１ 情報バリアフリー化の推進  

 

障害者に配慮したＩＴ（情報通信技術）利用を支援し、情報のバリアフ

リー化を推進します。視覚障害者用音声読取装置やパソコンの周辺機器等

の助成をします。  

 ＩＴの進展により、障害者の状態に応じた活用の促を図り、情報提供の  

充実を図ります。  

障害者の状態に応じた情報活用能力の向上のため、研修・講習会を開催  

します。  

 

 

 

 

 事業名    事業内容と目標         実施主体 

５２ 
Ｉ Ｔ 利 用 の

推進  

障害者のためのパソコン講習会を開催

し、障害者のＩＴ利用を推進します。  
障害者支援課  

５３ 

Ｉ Ｔ 関 連 の

日 常 生 活 用

具の給付 

パソコンの周辺機器や専用ソフトのＩ

Ｔに関わる日常生活用具を給付しま

す。 

障害者支援課 

５４ 
Ｉ Ｔ に よ る

情報提供 

防災情報など重要な情報提供は、点字

やＳＰコード(音声コード)などコミュ

ニケーションに障害のある人に配慮し

た情報提供を推進します。 

障害者支援課 

秘書広報課 

行政改革推進課 

第７章 情報・コミュニケーションの推進  

 

施策の展開  
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２ コミュニケーションの充実  

 

視覚障害者や聴覚障害者の自立と社会参加を図るため、日常生活の基本

であるコミュニケーションが相互にできるよう支援体制の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業名    事業内容と目標         実施主体 

５５ 
手話通訳奉仕

員の養成 

支援を必要とする聴覚障害者のニーズ

に応えるため、手話通訳のできる人材

を養成します。 

障害者支援課 

５６ 
要約筆記奉仕

員の養成 

支援を必要とする中途失聴者のニーズ

に応えるため、要約筆記のできる人材

を養成します。 

障害者支援課 

５７ 
手話・要約筆

記の普及 

聴覚障害者の理解や交流を深めるた

め、手話・要約筆記の講座を開催し普

及に努めます。 

障害者支援課 

施策の展開  
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